


















盛岡藩では、 元和・寛永前期（一七世紀前半） 、 藩主南部利直（在位：
慶長四年〈一五九九〉～寛永九年〈一六三二〉 ）の時期に、居城を盛岡城（現岩手県盛岡市）から三戸城（現青森県三戸町）に移した。本稿は、この三戸城への移転の時期と、移転にともなう普請・作事 ついて解明することを目的とする。
三戸城への移転の理由について 近世の歴史書・系譜類は皆一様に、





































































































を務めたと記されている。しかし、 『系胤譜考』などをもとに編纂された『参考諸家系図』は、 「元和元年」と年代を明記している。 「元和元年」としたのは、三戸城の「御鍬初ヲ勤 めた
「（元和元年）
此年」 、政辰が「不










勤候由申伝也、近年迄、石垣之内ニ切付有之シヲ、右石垣、土中へ埋り、近年見ヘスト、三戸御給人 老人ノ噺セシヨシ （後略）時期は未詳であるが、神房元は三戸城の「普請奉行 一人であっ




















































































































































































































































〔史料１〕は、元和三年七月、南部利直が家臣の中野正祖に対し、 「普請」のため三〇人を預けたものである。 『参考諸家系図』は右の史料を、 「御同心 十 御 面附御黒印」と記している。
⑹






の「普請」とは「三戸御普請」のことで、中野氏は田鎖氏ら三〇人を配下（ 「同心」 ）に置き 元和三・ の 年間、普請を行なっていたことが判明する。
この「三戸御普請」について、 〔史料１〕 〔史料２〕からはその詳細
を知り得ない 、 『系胤譜考』は、円子儀親・岩館景吉が「三戸御城御普請奉行」に任命されたと記す。また、蛇沼政辰について、 元和ノ始、利
（南部）
直公御代、三戸御城御再築、御鍬初相勤、直々御普請奉行被
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返し帰国を命じられた。この時 利直 喜兵衛に対し 「広間」と「や（櫓）
くら
」の材木について指示しているため、利直が「作事」につい
て指示し、これを三戸城にいる利康が受理して 大工 喜兵衛に施工させる、という手続きが判明する 『
二（三）
戸郡三戸御古城御縄張測量之














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































の始頃」説は「もりおか歴史文化館所蔵」 『三戸御古城之図』 （ 『青森県史
　
中世１』







一九六五年、一二頁） 「元和年中（一六一五─二四）の盛岡の水害時には当城が時居城となり（盛岡砂子） 、寛永初 頃にも居 として使わ た」 （ 『日本歴史地名大系２
　
青森県の地名』平凡社、一九八二年、六一頁）と、記述されてきた。近世の


















































































































































































































の始頃」説は「もりおか歴史文化館所蔵」 『三戸御古城之図』 （ 『青森県史
　
中世１』







一九六五年、一二頁） 「元和年中（一六一五─二四）の盛岡の水害時には当城が時居城となり（盛岡砂子） 、寛永初 頃にも居 として使わ た」 （ 『日本歴史地名大系２
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「東京大学史料編纂所所蔵」 『三翁昔語』 （ 『新編八戸市史 八八一） 。

　








「南部光徹氏所蔵文書」 （ 『新編八戸市史』九二五 。

　






























































本光国師日記』寛永七年三月六日条） 。同書 の鷹狩りにつ ては後述。

　
『宝翰類聚』 （ 『青森県史
　
中世１』六七五―三八） 。

　
『新訂増補
　
国史大系
　
第三十九巻
　
徳川實紀』四七八頁。

　
前掲注⒄『三戸町埋蔵文化財調査報告書
　
第
13集
　
三戸城跡
　
―平成
16～
25年度
　
調査報告―』 。
［付記］　　
三戸城跡の現状および発掘成果、絵図等について 戸町教育委員会の野田尚志氏に御教示いただきました。記して謝意を申し上げます。
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